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環境ボランタリープラン3  
大 気 汚 染を防ぐために  

目標値を2年前倒しで達成しました 

　当社では有機溶剤の大気排出量を削減するために、

1990年度より脱臭炉設置などによる出口対策を講じ

てきました。その結果、大気へ排出される有機溶剤の

量は年々減少し、2003年度では1,122tと2005年

度の目標値である1,200t以下を2年前倒しで達成で

きました。また、溶剤使用量原単位（生産高当たりの溶

剤使用量）は1990年度と比較して51％向上しました。 

　しかし、有機溶剤の総使用量は約40,000t（内

11,000tはリサイクルで使用）と、まだまだ多いのが

実情です。今後はさらなるリサイクル率の向上や生産

プロセス改革などに取り組んでいきます。 

有機溶剤の排出を抑制 

 

ＮＯｘ・ＳＯｘについては 

国内すべての事業所で測定・管理を実施 

　その他の大気汚染物質ＮＯｘとＳＯｘについては、国

内すべての事業所で、排出基準に基づく濃度測定と管

理を行っています。 

その他の大気汚染物質（NOxとSOx）について 

環境ボランタリープラン2  
地 球 温 暖 化を防ぐために  

エネルギー原単位は2005年度目標値に到達 

　当社ではエネルギーの有効利用によるエネルギー

原単位（生産高当たりのエネルギー使用量）の低減に

努めています。2005年度の目標値は1990年度比

20％向上に設定しています。 

　また、事業所単独でのエネルギー需要側および供給

側の省エネ対策に加えて、2002年5月から活動を開始

した「全社省エネ専門部会」による取り組みを強化し、

抜本対策も提案されています（同部会の活動期間

2003年8月まで）。主な部会からの提案は次の2件です。 

地球温暖化ガス削減を目的とした新たな対策を検討 

　これまで当社では環境対策として、生産工程で排出

される有機溶剤を燃焼処理（VOCガスの大気排出量

を削減）するための脱臭炉や廃棄物の外部処理量を削

減するための焼却炉、電熱同時供給によって省エネを

図るコージェネレーションシステムなどの設備を導入

してきました。 

　一方で、京都議定書（ＣＯＰ3）に沿った国際的な社会

動向から考えると、今後は地球温暖化ガス削減に注力

していかなければなりません。そこで当社では、都市ガ

スや天然ガスなどＣＯ2発生量の低い燃料への転換や、

有機溶剤の処理方法を燃焼処理から回収処理（再利用）

に変更するなど、温暖化ガス削減を目的とした新たな

対策も検討しています。 

省エネの取り組み 

地球温暖化ガス削減 

１）「エネルギー供給側での省エネ対策」 

尾道事業所に導入したＥＳＣＯ事業がその代表例です（P.13

参照）。他の事業所でも経済性などを考慮のうえ、2004～

2005年度にかけての導入を検討中です。 

2）「エネルギー需要側での省エネ対策」 

エネルギー管理システムの導入を検討しました。エネルギー

の使用状況が、リアルタイムで誰でも簡単に確認できるよ

うにすることで、これまで見逃していたムダの排除、異常・

問題点の早期発見などにつながります。同システムは

2004年度に、滋賀事業所を皮切りに順次導入を予定して

います。 

エネルギー使用量 
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有機溶剤の処理について 

当社では製造工程で発生する有機溶剤を処理するために下表の装置

を導入しています。いずれの装置においても、処理効率は98％以上あ

り、装置間に大きな差はありません。 

導入装置の選択については、処理する溶剤成分や工場内のエネルギーバ

ランスを考慮して、それぞれの装置の特徴が活きるように工夫しています。 
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豊橋事業所第13工場脱臭炉 

脱臭炉の運転方法を工夫し、排出抑制だけでなく、省エネ効果も発揮 

　製造工程で多くの有機溶剤を使用している豊橋事業

所では、溶剤の大気排出を最低限に抑えるため、脱臭

炉および溶剤回収装置の設置・更新を積極的に実施し

ています。 

　なかでも第13工場（2001年から稼動）は、脱臭炉の

運転方法にも工夫を凝らし、生産品種に合わせて4段階

で適切な燃焼状態にコントロールできるよう設計され

ています。これによって、大幅な有機溶剤の排出抑制を

実現しただけでなく、補助燃料として用いる重油を効率

的に使用できるようになり、省エネ効果も得られました。 

　また、稼動状況がネットワーク上でリアルタイムに確

認でき、問題発生時には速やかに対応できるのも特長

です。 

T O P I C S

設計担当の執行秀春（左）と松尾　洋（右） 第13工場脱臭炉 

対象溶剤 

エネルギーバランス 

直燃式脱臭炉 蓄熱式脱臭炉 吸着式溶剤回収装置 

一部の塩素系溶剤などを除いて 

幅広く対応可能 

有機溶剤中の含有成分によって 

不適な場合がある 

燃焼処理できない溶剤にも適用可能 

水溶性溶剤の回収は困難 

補助燃料を必要とするが蒸気など 

の熱エネルギーの供給源となる 

 

運転時にほとんど補助燃料を 

必要としない 

吸着・脱着に蒸気などの 

熱エネルギーが必要 

尾道事業所で建設中の新脱臭炉 

豊橋事業所溶剤回収装置  
CO2発生量削減を目指す、小池久吉（左）と上田 淳（右） 
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